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訪問介護インセンティブ事業の概要



訪問介護インセンティブ事業の概要1

訪問介護事業所に市からリハビリ専門職を派遣し、利用者のアセスメント
や、それを反映して「自立」に繋がるサービス提供に向けた助言をヘル
パーに行う

また、助言を元にしたサービスにより、利用者の状態像を維持・改善させ
た訪問介護事業所を表彰する

自治体では初めての試みで、令和元年度から事業を開始

訪問介護事業所とリハビリ専門職との連携による介護サービスの質向上に
ついては、国も「生活機能向上連携加算」を設けて推進している

在宅生活の継続

「自立」を意識したサービスに
なっていないと…

リハ職の介入により、サービスに
「自立」の視点を導入すると…

現行

制度
ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ
制度

施設入所

訪問介護
事業所

 在宅での生活能力の向上

 状態の維持・改善

訪問介護
事業所

 在宅での生活能力の低下

 状態の悪化

アセスメント
助言

ヘルパー ヘルパー

リハ職

自立



訪問介護インセンティブ事業2 事業フロー概要

半年後

 対象者のアセスメント
 ヘルパーへの助言
 ADL調査（１回目）

②利用者の選定とリハビリ専門職の派遣

利用者宅

達成事業所名を公表

BEST10

それ以外

表彰 奨励金

（10万円）

表彰

 評価指標の提出(12月時点)

 評価指標を達成することが条件

状態改善の状況をバーセ
ルインデックスで評価

（点数の維持・改善状
況を比較）

達成

評価指標

(1) 研修への参加 市主催の研修に、年１回参加
すること

(2) 自立支援に関する
研修の実施

「自立支援」をテーマにした内部
研修を、年１回実施すること

(3) 健康診断の実施 全職員（常勤のみ）の健康診
断を実施すること

③評価指標 ④評価実施 ⑤表彰・奨励金

利用者の選定(5人)
・ 事業に同意してくれる

・ 要支援1～要介護5

・ 1週間のうち合計60分以上利用

参加事業所数

30事業所
（先着）

①参加事業所

ヘルパー
同行訪問

リハビリ専門職

 対象者のアセスメント
 ヘルパーへの助言
 ADL調査（２回目）

基本的な生活動作の状態（自分でできる、部分介助
必要、全介助必要など）を評価する指標

1 食事 10点

2 車イスからベッドへの移動 15点

3 整容 5点

4 トイレ動作 10点

5 入浴 5点

6 歩行 15点

7 階段昇降 10点

8 着替え 10点

9 排便コントロール 10点

10 排尿コントロール 10点

Barthel Index バーセルインデックス

ADL調査で使用

調
査
結
果
を
使
用

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

① 参加申請 ②-1 リハビリ専門職と同行訪問（1回目） ②-2 リハビリ専門職と同行訪問（2回目） ③ 指標提出

③-(1) 市主催の研修会へ参加（事業所から1名）

⑤ 表彰等

年間スケジュール

事業フロー図

（6月～8月） （11月～1月）

③-(2) 自立支援に関する研修を事業所内で1回実施

③-(3) 全職員へ健康診断を実施（登録ヘルパー等は除く）

④ 評価実施



訪問介護インセンティブ事業3 事業フロー詳細

岡山市

訪問介護事業所

利用高齢者（自宅）
1事業所あたり5名

リハビリ専門職

表 彰

参加
同意

参加
申込

3つの
指標
提出

参加
募集 結果

報告

介護予防センター

県理学療法士[PT]協会

県作業療法士[OT]協会

ヘルパーステーション

派遣 同行訪問

PT
OT

ヘルパー

リハビリ専門職がヘルパーに
同行して利用者宅を約半年間
隔を空けて2回訪問し、下記
事項を実施する

 対象者のアセスメント
 ヘルパーへの助言
 バーセルインデックスに

よるADL調査

１

３

４

３

参加
登録

協力
依頼

１４

２
同行訪問調整



表彰式の様子（令和2年3月25日）4

岡山市長から上位10事業所に対して、表彰状及び奨励金
（10万円）を授与

上位10事業所及び指標達成事業所は、

 岡山市のホームページに掲載

 パンフレットにてPR



参加事業所の感想・ご意見など5

専門職の意見は、ヘルパーでは気付かなかった視点が多く、
非常に有意義だった

同行訪問の日程調整等は少し手間だったが、専門職の意見
はとても勉強になった（とてもいい刺激を受けた）

この事業で選定した利用者2名は、状態が改善し、サ高住
から一般住宅に戻ることができた

昨年度参加していただいた16事業所のうち、
14事業所から今年度も申込みあり

（うち2事業所は新型コロナの影響で辞退）

事業の効果や意義などを感じていただけたのでは…

約9割の事業所が

昨年度に引き続き

参加の意向



来年度（令和3年度）の方向性6

令和3年度も引き続き

『訪問介護インセンティブ事業』を実施する方向

で調整中

リハ職の派遣に係る費用負担なし

奨励金（10万円）の使途制限なし

事業への
参加申込

リハ職派遣
利用者の

を意識
奨励金
表彰状

（事業内容のおさらい）

奨励金…上位10事業所が対象
表彰状…指標達成事業所が対象

ご利用者の方の を意識した

サービスを目指し、来年度の参加を

ご検討いただければ幸いです

自立

（事業所の物品購入、介護従事者間の親睦会などにも利用可能）

ヘルパーの意識改革
➡ 利用者状態像の維持・改善

リハ職が利用者をアセスメント
➡ リハ職からヘルパーに助言

（リハ職の派遣費用は岡山市が負担）

《4月下旬頃》
岡山市から案内送付


